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【企画趣旨・指定討論】

新しい学習指導要領では，資質・能力の育成が求められ

ている。 はキー・コンピテンシーとして「個人が深く

考え，行動することの必要性」を中心にしていくつかを示

しているが，学習指導要領においても，自立した人間とし

て主体的に学びに向かい人生を切り開いていく姿と，その

ために必要な生きる力として資質・能力として 観点から

具体化している。知的障害教育においては，キャリア教育

や学習による生活の質の向上もこうした資質・能力と関係

している。知的障害の「学習により得た知識・技能が断片

的になりやすい」「実際の生活の場で応用されにくい」等の

障害特性にあわせて，これまで指導方法が工夫されてきた

が，その一つに各教科等を合わせた指導がある。一方，近

年インクルーシブ教育システムの構築のなかで，通常教育

との接続性から学習内容の整理が行われている。これらを

踏まえて，知的障害の資質・能力の育成をどう捉え，どう

指導したらよいのか，その実践である指導の形態には，学

習内容を明確化した「教科別の指導」が効果的か，生活中

心の活動プロセスを重視した「各教科等を合わせた指導」

が効果的か，インクルーシブ教育へのアクセスはどうある

べきかについて実践及び研究的な視点の両者から討論した

い。

【話題提供】 
多様な知的障害生徒の資質・能力の育成と授業

知的障害特別支援学校には，近年比較的軽度の児童生徒

が増加している一方で，高等部段階でも表出言語が数語で

あり，着替えや排泄など日常生活の指導が課題とされる生

徒も共に学習している。こうした生徒は高等部段階で示さ

れている「教科別指導」の内容に取り組むことに難しさを

示すが，しかし作業学習の中での学習により数学的な見方

を学び用いるなど，資質・能力の育成が可能である。また

比較的軽度の生徒も教科別の内容を生活に活かす学びや，

多様や生徒との学びの中で「集団での交流力」を育成でき

る。教室におけるインクルーシブは多様性を包含する教室

環境の変容を求めるものであるなら，多様な生徒が共に学

び資質・能力を育成する授業づくりが求められるのではな

いだろうか。 （細川かおり）

知的障害教育各教科の特徴と「合わせた指導」の必要性

知的障害教育では，知的障害の学習特性等を踏まえ，児

童生徒が，意欲・主体性を伴った力を身に付け生活上の課

題を達成・解決できるように，実際的な経験を中核に据え

た学習内容（活動）の組織化が追求されてきた。知的障害

者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校におけ

る各教科（知的障害教育教科）の特徴は，「通常の教科」以

前の指導内容を含み，実生活に活用するための「教科」以

後の内容も含むものである点である。また，児童生徒の知

的障害の状態や経験等に応じて，各教科の示す内容を基に，

各学校で「生活に結びつく具体的な内容」を設定し，児童

生徒が実際的な状況下で体験的に活動できるようにするた

めの「合わせた指導」が，その特徴的な指導形態として必

要とされてきた。そして，各教科と指導形態の両方の特徴

を担保するものとして， 年には「生活」が，「社会」，

「理科」，「家庭」，「体育の保健」に関する内容を中心に他

の教科の一部も含む教科として設定され，現在に至ってい

る。「生活」は，「各教科の内容を合わせる際の中心教科と

するため」・「各教科に内容を分けない際の中心的内容とす

るため」に，その必要性が認められた。以上の経緯を踏ま

え，個々の児童生徒の知的発達の水準に即し，かつ，生活

年齢に応じた指導のために，「教科」以後の内容と「合わせ

た指導」の重要性と普遍性を考察したい。 （米田宏樹）

「育成を目指す資質・能力」と「各教科等を合わせた指導」

年以降公示された学習指導要領では，いずれの学校

種においても，各教科等の目標及び内容を「育成を目指す

資質・能力」に基づいて再構成した。このことは，「生きる

力」を養うことを強く打ち出した新学習指導要領の大きな

特徴である。これによって，特別支援学校学習指導要領に

ある知的障害教育教科は，その教科名に加え，通常の学校

における各教科との新たな共通言語を得たことになる。す

なわち，いずれも「育成を目指す資質・能力」という共通

のフォーマットで教科を示すことで，両者の教科が共に目

指すものを，共通言語で説明できる道が拓かれたのであり，

期せずしてインクルーシブ教育システム構築への大きな前

進を果たしたことを意味する。

「各教科等を合わせた指導」は，その指導の独自性だけ

でなく，教育内容となる各教科等，とりわけ各教科の独自

性ゆえに，通常の教育との連続性が見出しにくいうらみが

あった。「育成を目指す資質・能力」によって「各教科等を

合わせた指導」が指導する各教科を把握することによって，

通常の教育における各教科との連続性の明確化を図ること

が期待される。その方途として，「育成を目指す資質・能力」

から見た知的障害教育教科，そして「各教科等を合わせた

指導」の学習評価のあり方を考えたい。 （名古屋恒彦）

【付記：本報告は 科研費 による研究成果の

一部である。】
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